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前回の検討委員会でいただいた意見を踏まえ、下記の内容について協議を進めます

町立小学校の1学級
あたりの児童数及び
1学年あたりの学級数

町立小学校の
再配置の必要性

再配置に関連して
特に考慮が必要になる
と思われる事項
※基本的に来年度
に具体的な検討
をする内容

• 1学級あたりの児童数は「21～25人」が望ましい。

• 1学年あたりの学級数は「2学級」が望ましく、「3学級」
も考えられる。

• 再配置を検討していく必要がある。

• 既存の小学校で複式学級を編制しなければならなくな
る前、令和13年度頃の再配置を想定したその場合、
４校を1校に統合すると大規模校となり教員の負担が
大きいことから、段階的な統合も検討の余地があると
考えられる。
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前回の会議でいただいたご意見（会⾧要約）

• 再配置に向けたスケジュールを具体化する必要がある。

• 再配置に係るコスト・予算も検討する必要がある。

• 地域とのつながり・理解醸成が必要である。

前回の会議でいただいたご意見と今回の会議で協議いただく内容

今回協議を行う内容

なし。

※前回の内容を踏まえ、答申案にまとめていきます。

児童数の減少見込み、学校の老朽化の状況、小学
校の今後の改修等に係るコストの見込み、町の財政
の状況・方針等（別添資料参照）を踏まえ、「統合
を進めて行くための条件」について協議する。

※「いつ・どのように再配置を進めるか」といった具体
的な検討は来年度以降も引き続き実施します。

なし。

※来年度に具体的な検討を行います。

「統合したときに、複式学級にも、
大規模校にもならない場合」など



矢吹町学校規模適正化検討委員会 ～活動スケジュール～

説明会等の実施

町立小学校の適正規模・適正配置の基本方針の決定を目指す。
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令和７年度の検討委員会

今年度の検討内容は「中間報告」としてとりまとめ、来年度以降に再配置の時期・方法・
場所等の具体的な検討を行った結果を「基本方針」としてとりまとめます

検討
内容

今年度と来年度の検討内容・アウトプットの整理

① 望ましいと考えられる町立小学校の1学級あ
たりの児童数及び1学年あたりの学級数の
規模

② 再配置を行う必要があるか否か
③ その他、今後検討が必要となる事項

令和６年度の検討委員会

• 再配置を実施する時期
• 再配置の方法（一度に1校に集約するか、段階
的に統合するか等）

• 統合校を新設する場合における立地場所
• 再配置に要するコスト
• スクールバス等による通学支援の方法等
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アウト
プット
(検討の
成果)

中間報告
基本方針をとりまとめるにあたって
前提となる方向性や考え方

基本方針
小学校の適正規模・適正配置の

あり方を示す方針
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諮問
事項 町立小学校の適正な規模及び配置の基本的な考え方について


